
 

 

 
 

磐梯朝日自然環境保全研究所活動報告書 
所 長 塘 忠顕 

 
○研究目的 

磐梯朝日国立公園において，植生遷移，火

山活動，気候変動，人間の土地利用，水利用

が自然環境に及ぼす影響の実態把握と将来予

測を行い，現在の自然環境を維持・保全・改

善するための方策を明らかにする。 
 
○研究メンバー 

＜研究代表者（研究所長）＞ 
塘 忠顕（共生システム理工学類教授） 
 
＜研究分担者（プロジェクト研究員）＞ 
長橋良隆（共生システム理工学類教授） 

黒沢高秀（共生システム理工学類教授） 

柴崎直明（共生システム理工学類教授） 

川﨑興太（共生システム理工学類教授） 

木村勝彦（共生システム理工学類教授） 

川越清樹（共生システム理工学類教授） 

高貝慶隆（共生システム理工学類教授） 

横尾善之（共生システム理工学類教授） 

兼子伸吾（共生システム理工学類教授） 
 
＜連携研究者（プロジェクト客員研究員）＞ 
藪崎志穂（総合地球環境学研究所基盤研究部

上席研究員） 

内田洋平（産業総合技術研究所再生可能エネ

ルギー研究センター地中熱チーム長） 

石原武志（産業総合技術研究所再生可能エネ

ルギー研究センター地中熱チーム主任研究

員） 

金子翔平（産業総合技術研究所再生可能エネ

ルギー研究センター地中熱チーム研究員） 
 
○研究活動内容 

現地調査活動等 

 裏磐梯・猪苗代地域での昆虫相調査や分布の

形成要因解明，植物相調査，外来種の駆除活動，

会津若松市白山沼とその流出水路での底生動

物相調査，マルチトレーサー手法による裏磐

梯・百貫清水の涵養域の推定，猪苗代平野や会

津盆地の水文地質環境が地中熱ポテンシャル

の地域性・一般性に及ぼす影響，安達太良山東

麓に分布するラハール堆積物の地質学的特徴

に関する研究などを行った。 

 

研究論文等の公表 

 猪苗代平野を流れる観音寺川と裏磐梯レン

ゲ沼の底生動物相に関する研究で，研究所の

メンバーが 2 本の論文を公表した。 

 
研究成果発表等 

 新潟県で開催された国際会議 The 16th 

International Conference on Applied Energy 

(ICAE2024)の他，令和 6 年度土木学会東北支

部技術研究発表会，地団研第 78 回総会，日本

地熱学会令和 6 年学術講演会，日本地質学会

第 131 年学術大会，水文・水資源学会 2024 年

度研究発表会，観光研究学会第 39 回全国大

会，日本植物分類学会第 24 回大会，第 8 回ア

ザミウマ研究会，2024 年度猪苗代湖・裏磐梯

湖沼水環境保全フォーラム，第 43 回菅平動物



 

 

 
 

学セミナー，第 18 回裏磐梯ビジターセンター

学生研究発表会などで研究所のメンバー及び

その研究室の学類生が研究成果を発表した

（学会・国際会議発表 12 件，講演・一般向け

発表 15 件，合計 27 件）。 

 研究所の研究成果報告会は 2025 年 2 月 22 日

に猪苗代町体験交流館「学びいな」多目的ホー

ルにて開催した。水文地質環境が地中熱ポテン

シャルの地域性・一般性に及ぼす影響，安達太

良山東麓に分布するラハール堆積物の地質学

的特徴，福島県におけるトラフアザミウマの分

布とその形成要因，裏磐梯の百貫清水はどこで

涵養された水？，中性化後の猪苗代湖の水生植

物の変化を探る，裏磐梯にある株式会社ニチレ

イ社有地内の池沼とレンゲ沼の底生動物相に

関する 6 題の研究成果が報告された。学内者 12

名，学外者 22 名の合計 34 名の参加があり，有

意義な意見交換が行われた。 

 

助成研究に関する成果 

 令和 6 年度は株式会社ニチレイによる研究

助成は行われなかったが，昨年度の応募研究

課題（塘 忠顕：裏磐梯の株式会社ニチレイ

社有地内にある池沼の底生動物相に関する研

究−12 年ぶりの網羅的調査で底生動物相の変化

を明らかにする−）が継続して実施された。 

 裏磐梯の株式会社ニチレイ社有地内にある 3

つの池沼において 2024 年 4-7 月に実施した調

査で，生息を確認した底生動物は 75 種に増え

た（2023 年は 52 種）。2011-2014 年の調査で記

録された種の再確認率は 77.6%となった。ま

た，新たに 16 種の底生動物の生息を確認し

た。2011-2014 年に記録されていた 8 種の重要

種（環境省や福島県の RL 掲載種）もすべてが

再確認され，新たにイボビル（環境省 RL 情報

不足）の生息が記録された。外来種の生息状

況は 2023 年と同様であり，池１のオオマリコ

ケムシの群体形成は 7 月以降であることが明

らかになった。 

 
その他の活動   

 裏磐梯エコツーリズム協会が曲沢沼で行っ

ているコカナダモ駆除（2024 年 9 月 5 日），お

よび磐梯山で行っているコウリンタンポポ駆

除イベント（2024 年 6 月 23 日），駆除効果の

調査（7 月 6 日），分布調査（10 月 15 日）に

協力した。 

 本研究所の前身である磐梯朝日遷移プロジ

ェクトで黒沢と塘が提案した猪苗代湖のラム

サール条約登録に向けて，郡山市などの自治

体や日本野鳥の会郡山支部などの NPO が準備

を始めた。猪苗代湖のラムサール条約登録を

目指す講演会で黒沢が講師を務めた他，地元

自治体が環境省に提出するラムサール条約登

録湿地情報票の作成に協力した。 

 黒沢とその研究室の教員・学生が日本国際

湿地保全連合と共に，環境省 2024 年度モニタ

リング 1000 陸水域調査猪苗代湖サイト水生植

物調査を実施した。 

 福島県が猪苗代湖の魅力発掘のために作成

したデジタルパンフレットの作成に長橋と塘

が協力した。パンフレット

（https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attac

hment/679722.pdf）には長橋と塘の猪苗代湖の

自然環境や歴史に関するインタビューの内容

が掲載されている。 

 塘とその研究室の学生が，裏磐梯レンゲ沼



 

 

 
 

で底生動物相と沼周辺に見られるトンボ類に

関する調査を実施した。そして，その調査結

果に基づき，生息する底生動物の約 10 年間の

変化やトンボ類を紹介したリーフレットを作

成した。リーフレットは，レンゲ沼に隣接す

る裏磐梯サイトステーションや裏磐梯ビジタ

ーセンター，裏磐梯地域の関係団体や関係者

に提供した。さらに研究成果を上述したよう

に，2024 年 12 月 7 日に猪苗代町のホテルリス

テル猪苗代で開催された「猪苗代湖・裏磐梯

湖沼水環境保全フォーラム」でポスター発表

した。 


